
 

 
  

 
 

 
 
 
 

  日税連の建議書の特徴 

Ｑ：日税連が作成した来年度の税制改正の

建議書には、税制に対する基本的な視点が盛

り込まれているそうですが、どのような内容

なのですか？  

 

Ａ：次の５つの視点を基本に置いていると

いうことです。 

【解説】 

①公平な税負担 

公平な税負担は、税制を考える上で最も基本

的な視点であり、納税者が負担能力に応じて 

分かち合うという意味である。また、公平に

は、水平的公平、垂直的公平とともに世代間

の公平があり、それらが相互に補完し合うバ

ランスのとれた税制を構築していく必要が

ある。 

 ②理解と納得のできる税制 

わが国の国税のほとんどは申告納税方式に

よって税が確定し、賦課課税方式による個人

住民税なども所得税の確定申告を基礎とし

ている。申告納税制度は納税者による税の自

己賦課であるので、租税制度は納税者が理解

できるものであり、また、その目的や内容に

ついても納得できるものである必要がある。 

 ③必要最小限の事務負担 

 ④時代に適合する税制 

 ⑤透明な税務行政 

透明な税務行政は、公平な税負担の確保と申

告納税制度を維持発展させるためには必要

不可欠であり、納税者から更なる信頼を得る

ための施策を行っていく努力が求められる。 
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